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一歩ずつ           
 

  地域のごみ減量化説明会に出席した。市民サービ

ス課職員の方々の用意して頂いたチラシ・ＤＶＤ等

で行われ、ごみ減量アドバイザーとしても若干時間

を割り当てられた。 

“今、特にお願いしているのはプラマーク付きプラ

スチックのごみの出し方です。”などと話をさせて

もらった。しかし、これで良かったのか伝わっただ

ろうかと反省する。アドバイザーになって知らず知

らずのうちに沢山の事が身に付いたんだと感謝す

る。 

  会場にはそれぞれ 30人～60人位の人々が出向い

てくれていた。だが、こうして足を運んでくれる人

達は少なくともごみ問題に関心のある人達であっ

て、むしろ出席されていない人達にこうした話を届

けなければいけないのではないかと疑問を感ずる。 

  情報が届かない人に、どの様にしたら届けられる

のか、大きな課題だと思うと同時に、それが私たち

アドバイザーの日々地道な活動なんだろうと改め

て感じたところである。 

プラマーク付きプラスチックごみの出し方が改

善されなければ、私達市民全体に、新たな負担がか

かってくることも知って欲しいと思う。 

ちょっと「ひと手間」、使い終わったプラスチッ

ク容器包装材は、きれいにして出しましょう。市民

の役割です。 
 

 

 

このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行われる催

しをお知らせいたします。催し物がない日でも、気楽に

お出かけください。良い情報交換ができると思います。 

 

★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エコ

文具の販売、ペットボトルから作ったネクタイの販売と、

手づくりのリサイクル品、布ぞうり、袋物、さき織り製

品等の販売をしています。 

 

◎古着の回収 

 ４月１２日（金）午前１０時から正午 

 時間内に紙袋ではなく、ビニール袋に入れて持

参してください。 

 衣類を燃やさずリサイクルしましょう。 

ご み 減 量 に ご 協 力 く だ さ い 。

 
 

 

 

 

 

   平成３１年４月号 

 

1 月 

 2 火 

 3 水 

 4 木 

 5 金 

 6 土 休館日 

7 日 休館日 

8 月 

 9 火 

 10 水 

 11 木 

 12 金 古着回収日 10 時～12 時 

13 土 休館日 

14 日 休館日 

15 月 

 16 火 

 17 水 

 18 木 

 19 金 

 20 土 休館日 

21 日 休館日 

22 月 

 23 火 

 24 水 

 25 木 

 26 金 

 27 土 休館日 

28 日 休館日 

29 月 休館日 

30 火 休館日 

 休館日 



へ  

体験コーナー 

★空き缶のリサイクル 

★牛乳パックのリサイクル 

少しの時間で作れる物があります。 

 

生ごみの堆肥化とごみ減量 
 

わかりやすく、すぐ実行できるごみ減

量法をアドバイスいたします。 

 

★生ごみ処理基材「ぱっくん」は、

無料にて提供しています。 

生ごみを燃やさず、有効利用をしま

しょう。ご協力ください。 

“焼却炉がギブアップです！！” 

生ごみ処理は、各家庭の状況により

それぞれ方法が違うと思います。 

 より良い方法のアドバイスを致し

ます。 

 

 

 

 
 
 

さあ！出かけましょう 

エコ・ハウスへ 
 

 

      ～～～昔はすべてがエコ！！～～～ 

    

思えば昔はすべてが今で言うエコでした。 

60年にも前になりますが、酒屋専用の店名と酒の銘柄が 

書かれた帆布で出来た長細い、極めて頑丈な通い袋で、１ 

升、２升用があり、その袋を持ち隣村まで酒を買いにお使 

いに行ったものでした。 

 先日テレビ番組『マツコの知らない世界』で、風呂敷に 

魅せられた方が出演されていました。風呂敷のデザイン、 

実用的な包み方、贈答品を包む魅せる包み方等数々ありま 

した。長らく風呂敷など使う事が無く、娘の結納に何十年 

か振りに風呂敷に包まれたものに接しました。また、息子 

の時には私達がその風呂敷に包み持参することになりました。 

 唐草模様の大判の風呂敷、唐草と言いますが実際は「つ 

る草」です。生命力が強く、その茎を何処までも伸ばして 

いく所から長寿、子孫の繁栄を表し、嫁入り道具を包み、 

嫁ぎ先では箪笥の一番下に入れるのが良いとされていました。 

 その後、布製の手提げ袋に代わり、ある百貨店が紙製の 

袋の無料サービスを開始、他の百貨店もそれに追随し、紙 

袋の流行、そしてスーパーマーケットのレジ袋が登場し、 

万能でエコの風呂敷の出番が無くなりました。 

 コマーシャルでも和装の女性が、風呂敷に包みお中元、 

お歳暮を持って行く姿が映り、風情を感じます。風呂敷は 

面積があり、風呂敷包みより小さな物であればどの様な物 

にも対応できるシンプルな一枚の布だからこそ知恵を絞っ 

て新たな用途を見つけられるのではないでしょうか。又、 

つる草模様の様に思いも込められます。ちなみに私は頂き 

物のエコバックを携帯しています。 

亀岡市議会では「プラスチックごみゼロ」宣言を行い、   

レジ袋使用禁止を目指すそうです。私達もごみ減量にまだ 

まだ努力と工夫が必要だと思います。 

                                           

                                                
  

  


